
 
 
 

実施箇所： 電源事業本部（原子力） 
アクションプラン進捗管理表 （ＡＰ１（１） 総括組織のあり方検討 ）  リーダ：本田  Ｈ１９年１０月末 現在 

 

目 的 

 

各組織を横断的に総括する仕組みがなく，組織全体としてのＱＭＳの取組みが不足してい

る。このため，組織全体が整合性を持って活動できる仕組みを構築し，統一的管理の向上を図

る。 

 

 

要求事項 

 

 

（１）各組織を横断的に総括する仕組みを構築する。（保安検査） 
（２）役割，責任と権限を明確にする。（ＪＥＡＧ４１２１レビュー） 
（３）ＱＭＳ推進者の設置など各組織間の連携強化策を検討する。（ベンチマーキング） 
（４）原子力品質保証委員会の内部コミュニケーションとしての役割を整理する。（保安検査）

（５）組織内における情報交換が確実に実施できる環境を整備する。（現場の声） 

 

 

 

実施内容 

１．総括組織の必要性検討 

・総括組織設置の必要性について検討する。 

２．各組織を横断的に総括する新たな組織の検討 

・総括組織が担う役割および総括組織の権限について検討する。 

・総括組織と既存組織の関係，体制・必要要員ほかの検討を実施する。 

３．各組織間の連携強化策の検討 

・各組織間を横断する連携強化策を検討する。 

・内部コミュニケーション（原子力品質保証委員会を含む）のあり方を検討する。 

 

具体的な行動計画 

 

スケジュール（平成１9年度） 平成 20 年度 実施項目 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 上期 下期 

１． 総括組織の必要性検討 
 

 

 

              

２． 各組織を横断的に総括する新たな

組織の検討 

 

・役割と権限の検討 

 

 ・既存組織との関係，体制・要員検討 

 

 ・社内調整 

 

 

 

 

 

             

３． 各組織間の連携強化施策の検討 

 

 

 ・連携強化策を検討 

 

 ・内部コミュニケーションのあり方 

  検討 

 

 

 

 

 

             

 

・５／１８第８回ＱＭＳ検討チームにて審議 

  （設置の方向性について了解） 

・５／２４保安検査官説明 

・６／２５リーダ会議にてＲＥＶ依頼 

・７／２４ＱＭＳ検討委員会で検討状況説明 

・８／１７経営層へ計画説明 

・８／２７ＱＭＳ検討委員会で検討状況説明 

・関係各所と社内調整開始。 

・１０／１５ＱＭＳ検討委員会で検討状況説明 

・関係各所と社内調整継続中。 

 

 

 

 

 

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価（終了時に記載） 備考（懸案事項他） 

・組織の必要性検討完了。 

総括組織設置の方向性を了承（8/27 ＱＭＳ委員会） 

・総括組織の役割（案）作成。 

・設置体制（案）作成，要員（案）検討済。 

・設置に向けた社内調整中 

・各組織の連携強化策検討完了。 

・総括組織の内部コミュニケーションのあり方検討完了。 

 

（検証方法） 

・現行組織と変更案との得失評価を実施（H19.9） 

・ＱＭＳの要求事項を満足しているか検証 (H19.10) 

・新組織移行後に仕組みの有効性評価を実施 (H20.3) 

 

（検証結果） 

 ・ＱＭＳ高度化に係る保安規定認可申請時期を１２月

中旬に変更。 

 （１０／１５ＱＭＳ検討委員会） 

 

内部コミュニケーションのあり方検討 

既存組織との関係，体制・要員の検討 

▼７／２４ 
委員会 

役割と権限の検討 

▽総括組織設置

 －凡 例－
▽□：計画，▼■：実績 

   ■■■ 信頼回復・企業再生に向けた具体的施策のスケジュール表 ■■■ 
【方針】 「あらゆる業務運営において，コンプライアンスを最優先に進める」ことを経営の基本とし，以下の対策に取り組む。
      ○ 社長が先頭に立ち，当社再生に向けた全社的な改革を強力かつ着実に推進する。 
      ○ 再発防止対策の実施にあたっては，実施状況の評価結果を計画にフィードバックし，改善する。 

連携強化策を検討 

総括組織の必要性検討 

▼８／２７ 
委員会 

▼５／１７ 
チーム 

▼７／２４ 
委員会 

▼８／２７ 
委員会 

▼７／２４ 
委員会 

▼８／２７ 
委員会 

▼５／１７ 
チーム 

▽保安規定申請

社内調整 

▼１０／１５ 
委員会 

▼１０／１５ 
委員会 
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アクションプラン進捗管理表 （ＡＰ1(2)(3) ４章ＱＭＳ文書の変更，文書・活動のスリム化）リーダ：金岡，渡辺 サブリーダ：熊谷     Ｈ１９年１０月末 現在 
 

目 的 

ＱＭＳ高度化計画として，ＪＥＡＣ４１１１への適合性を確実にするとともに有効性を高めるた

め，ＪＥＡＣ４１１１の４章関係のＱＭＳ文書を再構築する。 

 

要求事項 

 

・ JEAG4121 を念頭に置いたマニュアル体系を再整備及び，内容の再見直し。 

・ 品質マニュアルに横串機能がなく、組織全体の統一的管理ができないことの改善。 

・ ２次，３次文書と，品質マニュアルとの不整合（２重帳簿）の改善 

・ 活動方針の一つである現場が使いやすいシンプルで有効な QMS への実現。 

 

実施内容 

１．品質マニュアル（一次文書）の体系及び構成の策定 
２．二次文書を含む全体体系の策定 
３．文書策定ガイドラインの作成 
４．一次文書，二次文書の作成 

 

 
スケジュール 

Ｈ１８年度 Ｈ１９年度 H２０年度 実施事項 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 上期 下期

備考 

文書体系，文書変更 
①状把握（課題抽出整理） 
 
ａ．ベンチマーキング 
 ・四国電力，九州電力 
b．文書再レビュー 
 
c．現場の声 
 (発電所，協力会社，本部) 
 
d．検査官等のご意見 
 
②文書体系の検討 
 ・文書体系の策定 
 
③文書変更 
（１次文書 a， b ） 
a．品質保証規程の改正 
 
b．品質保証細則（案）策定 
 

 ・溶接検査，ＰＰ等の取扱い 
 ・責任と権限 
 （管理責任者，部長，所長） 
 ・ＪＥＡＧ4121 抽出事項 
 ・品質保証マニュアル吸上事項 
（２次文書 ） 
c．文書・記録管理要則の策定 
 
④文書変更案作成の進め方 
（ガイド）策定（２次文書） 
⑤試行・検証 
⑥文書修正・教育 
⑦保安規定変更，運用開始 
(３次文書) 
各３次文書 
 
（３）ＱＭＳスリム化（主に３次文書） 
①活動のスリム化 
 ・事例作成 
 ・各部署で課題抽出 
 
②文書のスリム化（主に３次文書） 
 ・文書変更案の作成のガイド 
 ・文書スリム化提言 

                  

 

 

 

平成 19 年 3月：ベンチマーキング 

平成 19 年 2月：文書再レビュー 

平成 19 年 3月：課題の集約 

平成 19 年 4月：全体体系の策定 

平成 19 年 4月：ガイドラインの策定 

平成 19 年 4月：文書作成作業開始 

平成 19 年 7月：細則案チーム会提出 

平成 19 年 8月：2次文書案チーム会提出 

平成 19 年 8月：試行検証案決定 

平成 19 年 8月：試行検証（レビュー）開始 

平成 19 年 9月：試行検証（検証）開始 

平成 19 年 9月：試行検証（妥当性確認）開始 

平成 19 年 8月：試行検証（レビュー）終了 

平成 19 年 9月：試行検証（検証）終了 

平成 19 年 10 月：試行検証（妥当性確認）終了 

平成 19 年 10 月：修正終了 

 

 

 

   ■■■ 信頼回復・企業再生に向けた具的施策のスケジュール表 ■■■ 
【方針】 「あらゆる業務運営において，コンプライアンスを最優先に進める」ことを経営の基本とし，以下の対策に取り組む。
      ○ 社長が先頭に立ち，当社再生に向けた全社的な改革を強力かつ着実に推進する。 
      ○ 再発防止対策の実施にあたっては，実施状況の評価結果を計画にフィードバックし，改善する。 

実施箇所：電源事業本部（原子力） 

▼九州（要領受領で代替） 

▼基本体系（２次文書まで） 

文書案検討による具体化 
▽改定 

 

２重帳簿にならないよう， 
使いやすい要領類にする。 
必要により，保安活動内容を 
見直しする。 

 課題集約 改善策の検討・反映 

 

▲詳細体系 

 
 

検討 
検討 

 
 

抽出 
抽出 

７/１8チーム提案 

共通要領 

 策定 

 抽出 
 作成 

  課題抽出・提言・改善     各部署で継続的に活動を展開 

  抽出 
 作成 

  スリム化検討・取込     各部署で継続的に活動を展開 

２重帳簿にならないよう，使いやすい要領類にする。 
必要により，保安活動内容を見直しする。 

 ２社済 

 レビュー ▼伊方（3/13） 

 ４回実施   改善策の検討・反映 

  改善策の検討・反映 

 骨格策定 

  検討 

 

  

 修正・教育 

 変更手続  本格運用・改正 

 順次見直し策定 

 必要により反映 

１次文書 
（規程，細則） 

２次文書 
（共通６文書＋α） 

（運転管理，燃料管理， 
保守管要領，等） 

３次文書 
（各課手順書 類） 

２重帳簿 
当社マニュアルの２重帳簿と

は，いわゆる品質マニュアル

と実務（品質保証活動）で使

用するマニュアルにギャップ

が生じていること。 
 実務では，品質マニュアル

をほとんど使用しない（神棚に

上げておく）で，従来からの手

順(書)に基づき業務を実施
し，ＱＭＳが浸透していない状

態と考えている。 
 ２重帳簿の解消とは，保安

活動＝品質保証活動を理解

すると共に，実務の手順書

（主に３次文書）にＱＭＳの考

えを織り込む修正を実施す

る。 
 また，必要により保安活動

内容の見直しを実施していく。

・随時提案 

・随時提案 

―凡例―  ▽□：計画，▼■：実績

試行・検証 
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現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価（終了時に記載） 備考（懸案事項他） 

 
8 月中旬に細則，二次文書案を作成終了し，試行・検証
計画を策定・決定し，試行・検証段階に移行。 
 
9 月末時点での状況 
・ 試行検証作業（文書レビュー、検証）終了 
・ 試行検証作業（妥当性確認）実施中 
10 月末時点での状況 
・ 試行検証作業（妥当性確認）終了 
・ 修正作業（10月末終了） 
 

 

（検証方法） 

文書が，当初の目的とおり有効に策定されており，か

つその文書によって業務がスムーズ実施できることを

レビュー，検証，妥当性確認の 3段階に分けて確認する。

「レビュー」 

・方向性の関係者間における理解・合意 

「検証」 

・JEAC4111 への適合，JEAG4121shall 事項の適切な取

込みおよび明確化した課題の改善 

・一次文書,二次文書のインターフェース・整合 

「妥当性確認（シミュレーション）」  

・ 現場の運営が本文書とおりに廻ること 

・ 現場にとって分かりやすく使い易いこと 

 

（検証結果） 
全体で約 300人日作業に参加し，二次文書として，以下
の点を確認し，若干の指摘事項については，修正により

対応した。 
「レビュー」 
・ 方向性について，大きな変更なく合意が形成できた。 
「検証」 

・ JEAC4111 への適合，JEAG4121shall 事項の適切な取

込みおよび明確化した課題が盛込まれていることを

確認した。 

・ 一次文書,二次文書のインターフェース・整合取れて

いることを確認した。 

「妥当性確認（シミュレーション）」  
・ 現場の運営が本文書により実施できることを確認し

た。 

・ 記載内容運用について分かりやすく，使い易いかど

うかについて，コメントを受け修正対応した。 
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実施箇所： 電源事業本部（原子力） 
アクションプラン進捗管理表 （ＡＰ１（２）（３）５章ＱＭＳ文書の変更,文書・活動のスリム化） リーダ：福島 サブリーダ：－    Ｈ１９年１０月末現在 

 

目 的 

 

ＱＭＳ高度化計画として，ＪＥＡＣ４１１１への適合性を確実にするとともに有効性を高める

ため，ＪＥＡＣ４１１１の５章関係のＱＭＳ文書を再構築する。 

 

要求事項 

 

・マネジメントレビューの効果性を高めるための手順の確立 

インプット情報の整理，アウトプットのフォロー，適切な実施時期等，共通ルールの策定 

・保安規定での指摘事項への対応 

①ＱＭＳ文書の変更の際の計画，レビューの運営が十分でない。 

②内部コミュニケーションが原子力品質保証委員会のみである。等 

・ＱＭＳ関係者意見への対応 

①ＱＭＳにおける各課の役割が明確にされていない。 

②組織間の情報共有が十分でない。 等 

 

実施内容 

１．マネジメントレビューのシステム構築 
   ①システムの構想整理 
    現行システムの調査，問題点の整理を実施し，他社のシステムを調査する。 

②マネジメントレビュー要則の整備 
効果性を高める活動ができるよう要領の整備を行う。 

２．責任及び権限の整理 
①考査部門と実施部門 ②調達部門と実施部門 

３．内部コミュニケーション 
①現行会議体の位置付け ②ＱＭＳ推進者会議（仮称）の設置 

 

具体的な行動計画 

 

スケジュール（平成１9年度） 実施項目 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2月 3月 

マネジメントレビューのシステム構築 

①システムの構想整理 

②要則の整備 

 

 

 

 

           

責任及び権限 

①考査部門と実施部門 

 ・マネジメントレビュー 

 

②調達部門と実施部門 

 ・調達先評価・選定 

 

 

 

           

内部コミュニケーション 

①現行会議体の位置付け 

②ＱＭＳ推進会議体設置 

 

 

           

細則案             

試行・検証・変更 

 

            

 

１．マネジメントレビューのシステム構築 

・Ｈ18 年度 四国（11/26），九州（11/24）調査 

・Ｈ19.5.22 方向性についてＧｒ会議 

・Ｈ19.5.29 東北電力の仕組み聞き取り 

・Ｈ19.6. 4  要則０次案提示 

・Ｈ19.6. 9  発電所，考査，本部でコア部分検討 

・Ｈ19.6.13～Ｈ19.8.27   要則 1～5次案提示   

・Ｈ19.8. 7  発電所と打合せ 

２．責任及び権限 

・Ｈ19.6. 8 素案提示 

・Ｈ19.6.25 リーダー会に案提示 

・Ｈ19.7.10 発電所と調整 

・Ｈ19.7.12,20,24 資材と調整 

・Ｈ19.8. 7  発電所と打合せ 

３．内部コミュニケーション 

・Ｈ19.5.22 方向性について確認 

・Ｈ19.7.5，Ｈ19.8. 7 発電所と打合せ 

・Ｈ19.8.10  要則 0次案提示 

・Ｈ19.8.30,31  発電所と打合せ 

４．細則案 

・Ｈ19.5 月～6月 原案作成 

・Ｈ19.6.25 リーダー会に案提示 

・Ｈ19.7. 5 発電所と打合せ 

・Ｈ19.7.27 リーダー会にて調整 

・Ｈ19.8. 8  修正版作成 

５．試行・検証・修正 

・Ｈ19.8.28  細則レビュー 

・Ｈ19.9. 7  ＭＲ要則 6次案・内コミ要則 2次案レビュー

・Ｈ19.9.20～10.5ＭＲ要則 7次案（妥当性確認） 

・Ｈ19.9.21～10.5 内コミ要則 3次案（妥当性確認） 

・Ｈ19.10.12 QMS チーム会議に試行・検証結果概要を報告

・Ｈ19.10.19 発電所と修正の方向性打合せ 

 

 

 

 

 

   検 討 

   検 討 

調査・構想

5/22 
▼ 

要則の整備 
▼6/4▼6/13 
▼6/9▼6/28 

検 討 
▼6/25 

▼6/25 

   検 討  作 成   調 整 
▼7/5▼27 

▼6/8 

 －凡 例－
▽□：計画，▼■：実績 

   ■■■ 信頼回復・企業再生に向けた具体的施策のスケジュール表 ■■■ 
【方針】 「あらゆる業務運営において，コンプライアンスを最優先に進める」ことを経営の基本とし，以下の対策に取り組む。
      ○ 社長が先頭に立ち，当社再生に向けた全社的な改革を強力かつ着実に推進する。 
      ○ 再発防止対策の実施にあたっては，実施状況の評価結果を計画にフィードバックし，改善する。 

▼7/5 

▼7/10▼7/20 

▼7/12 ▼8/7 
▼8/9 

▼7/12▼7/24 

▼8/7 

▼8/7 
▼8/10 

▼8/8 

▼8/27 

▼8/28 

▼8/30,31 

試行・検証・修正・教育・申請・本格運用 

▼9/7 
▼9/20 

▼10/19 

▼6/25 

4



現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価（終了時に記載） 備考（懸案事項他） 

・決定した文書体系および作成した文書作成ガイドライ

ンに基づき，各文書の作成作業を実施。 

・細則案，マネジメントレビュー要則および内部コミュ

ニケーション要則概要を策定（8月 23日チーム提出，

8月 27 日検討会了承） 

・試行・検証案計画を策定（8月 23日チーム提出，8月

27 日検討会了承） 

・試行・検証（8月 28日～10月 5日） 

・試行・検証結果に基づき要則の修正完了。 

 

文書が，当初の目的とおり有効に策定されており，かつその文書によって業務がスムーズ実施で

きることをレビュー，検証，妥当性確認の 3段階に分けて確認する。 

「レビュー」 

・方向性の関係者間における理解・合意 

「検証」 

・JEAC4111 への適合，JEAG4121shall 事項の適切な取込みおよび明確化した課題の改善 

・一次文書,二次文書のインターフェース・整合 

「妥当性確認（シミュレーション）」  

・現場の運営が本文書とおりに廻ること 

・現場にとって分かりやすく使い易いこと 

 

（検証結果） 

①ルールの変更を伴わない表現の修正により，円滑な業務への利用が期待できる。 
②手順書がないため，所々プロセスの流れが詰まったことから，手順書の整備により円滑な業務

への利用が期待できる。 

  

 

5



 

 
 
 

実施箇所： 電源事業本部（原子力） 
アクションプラン進捗管理表 （AP１（２）（３）６章ＱＭＳ文書の変更，文書・活動のスリム化）リーダー：渡辺Ｋ，長谷川Ｍｇ H19 年 10 月末 現在 

 

目 的 

 

ＪＥＡＣ４１１１への適合性を確実にするとともに有効性を高めるため，ＪＥＡＣ４１１１の６章ＱＭＳ文書を再構築する。 

（「力量および教育訓練要則」の関係組織における共通文書化を行う。） 

 

要求事項 

 

・ＱＭＳ再レビュー（ＪＥＡＧ４１２１）の改善策の反映 

・保安検査での違反事項判定表，監視事項処理表など指摘事項への対応 

①各組織が横断的・連携して取り組む事項，各組織の活動状況を組織全体の視点から分析すべき事項に係る仕組み，手順がない。

  

 

 

 

実施内容 

１． 各組織の現状の教育訓練フロー調査および JEAC4111 への

適合性検討 

２．教育訓練に関する共通要領の作成 

（力量の基準・認定・付与方法の検討）  

３．各組織固有の「教育・訓練要領（手順）書」の作成 

 

 

具体的な行動計画 

 

スケジュール（平成１9年度） 平成 20 年度 実施項目 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 上期 下期 

１.組織の現状の教育訓練フロー調査お

よび JEAC4111 への適合性検討 

 

 

 

 

 

 

 

             

２．関係組織共通の「力量および教育訓

練要則」の作成 

（１） 骨子の検討・調整 

関係組織の実施業務の明確化 

 

 

 

 

             

（２）「力量および教育訓練要則」の作

成 

 

 

 

 

 

 

 

             

３．各組織固有の「教育・訓練手順書」 

の作成 

              

4.品質保証細則（６章関係分）作成 

 

              

 

(1)Ｈ19.5.16：準備会を開催し検討会を設置 

・本検討会の目的，課題の確認 

・ 原子力部門および業務支援部門（土木）の教育・訓

練フローの確認 

・ 今後の作業スケジュール検討・確認 

(2)Ｈ19.5.24:第 1回検討会実施 

・ 考査部門の教育・訓練フローおよび関係組織の業務

フロー（調達における原子力部門との関り）の確認

・「共通教育・訓練要領」作成のための課題の検討 

(3)Ｈ19.6.6:第 2 回検討会実施 

  ・「共通教育・訓練要領」の骨子案について検討 

(4)Ｈ19.6.27:第 3回検討会実施 

  ・「力量及び教育・訓練要則」０次案作成・検討 

(5)Ｈ19.7.19:第 4回検討会実施 

・「力量及び教育・訓練要則」一次案及び「細則」０次

案作成・検討 

(6)Ｈ19.7.30:第 5回検討会実施 

・「力量及び教育・訓練要則」二次案及び「細則」 

一次案作成・検討 

(7)Ｈ19.8.24:第 6回検討会実施 

(8)Ｈ19.9:細則，要則を発電所及び本部の管理職に説明 

(9)Ｈ19.10:力量および教育・訓練要則試行検証実施 

 

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価（終了時に記載） 備考（懸案事項他） 

・原子力部門，業務支援部門（土木・建築），考査部門の

現状の教育訓練フロー調査および JEAC4111 への適合

性検討実施済み 

・関係組織の実施業務の明確化および必要力量検討済｡ 

・「力量及び教育・訓練要則」（最終案）について，試行

検証，修正を実施した。 

・「品質保証細則（６章関係分）」の最終案を作成し，細

則全体との記載について調整中。 

 

（検証方法） 

・新規に作成した「力量および教育訓練要則」に則し，

本部及び発電所において，個別の手順書を作成し，その

手順書により適切な力量設定ができることを確認する。 
（検証結果） 

・本部（原子力，土木）および発電所で，教育訓練手順

書を作成し，「要則」の有効性，適切性を検証した｡ 

  

 

 

検討調整 

▼5/16準備会 

検討・ 

▼5/24第１回検討会実施 

試 運 用 教育 本 格 運 用 

修正，作成 本 格 運 用 

  
6/27第 3回検討会▼ 

 －凡 例－
▽□：計画，▼■：実績 

   ■■■ 信頼回復・企業再生に向けた具体的施策のスケジュール表 ■■■ 
【方針】 「あらゆる業務運営において，コンプライアンスを最優先に進める」ことを経営の基本とし，以下の対策に取り組む。
      ○ 社長が先頭に立ち，当社再生に向けた全社的な改革を強力かつ着実に推進する。 
      ○ 再発防止対策の実施にあたっては，実施状況の評価結果を計画にフィードバックし，改善する。 

 調査・検討 

作 成       

7/19 第 4 回検討会▼

▼7/30第 5回検討会 

案作成 検討・調整 

▲8/24第 6回検討会 7/19 第 4 回検討会▲

▼7/30第 5回検討会 

▲8/24第 6回検討会 

試行 検 討，作 成

試行検証修正 

▼10/11第 7回検討会

▼11/1第 8回検討会 

検証 教育 
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実施箇所： 電源事業本部（原子力） 
アクションプラン進捗管理表  （AP１（２）（３） ７章ＱＭＳ文書の変更，文書，活動のスリム化） リーダ：福島，大野      １９年１０月末 現在 

 
目 的 

 

ＱＭＳ高度化計画として，ＪＥＡＣ４１１１への適合性を確実にするとともに有効性を高めるため，ＪＥＡＣ４１１
１の７章関係のＱＭＳ文書を再構築する。 

 
要求事項 

 

・安全管理技術評価ＷＧの意見「全国大で検討中の「調達管理」の改善方策を取り込む（ＪＥＡＧ４１２１－２００
５の調達管理に関する追加および補正した「２００７年追補版」が発行予定（本年９月））」への対応。 

・ＪＥＡＧ４１２１再レビュー（当社のＱＭＳに不足している事項）の反映 
・保安検査での違反事項判定表，監視事項処理表など指摘事項への対応 
①各組織が横断的・連携して取り組む事項，手順不明確等 

 

 
 
 

実施内容 

７章関係の以下の文書を左記の要求事項を取り込んで再構築する。 

１．規程・細則（保安規定の検討含む） 

２．設計・開発管理要則 

３．調達管理要則 

４．外部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ要則 

 

 

 
 

具体的な行動計画 
 

平成 19 年度 平成 20 年度 
実施項目 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 上期 下期 

７章関係の文書再構築 

１．規程・細則（保安規定の検討含む） 

２．設計・開発管理要則 

３．調達管理要則 

４．外部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ要則 

 

 
 
 
 
 
 

              

 

(1)5/21：設計，調達関係打合せ（７章作業Ｇｒ設置） 

・設計，調達関係の文書体系，課題等の確認後，共通要領

策定開始 

(2)5/25：外部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ打合せ 

・外部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの文書体系，課題等の確認 

(3)7/10：調達関係打合せ 

・「調達管理要則」「調達先評価要則」１次案について検討 

・供給者の評価・選定について確認 

(4)7/11：設計関係打合せ 

・「設計・開発管理要則」２次案について検討 

(5)7/24,25：外部コミュニケーション関係打合せ 

・外部との情報の整理を行い，「外部コミュニケーション要

則」策定 

(6)8/23：第１１回ＱＭＳチーム会議に要則（試行・検証案）

の概要を説明 
(7)8/29,30：レビュー実施（発電所・建設所の各課長およ
び関係者に要則の説明） 

(8)9/18：レビュー実施（電源（原子力，原子力建設，燃料），
事業支援部門，ｴﾈﾙｷﾞｱ事業部門（資材）のマネージャー
および関係者に要則の説明） 

(9)9/21～10/9：妥当性確認を実施した。 

(10)10/12：第１３回ＱＭＳチーム会議に要則の試行・検証

結果概要を報告 

(11)以下の時期にＱＭＳチーム等へ報告 

H19.11：各組織へ３次文書の変更依頼 

H19.12：２次文書，３次文書の改正状況 
 

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価 備考（懸案事項他） 
1.「細則」，「設計・開発管理要則」，

「調達管理要則」および「外部ｺﾐ

ｭﾆｹｰｼｮﾝ要則」の試行・検証を終

了した。 

２．レビュー，検証，妥当性確認結

果の修正を終了した。 

３．今後，３次文書の見直しを実施

する予定である。 

（検証方法） 
文書が，当初の目的とおり有効に策定されており，かつその文書によって業務がスムーズに実施できることをレビュー，検証，妥当性確認の

3段階に分けて確認する。 
①「レビュー」：方向性の関係者間における理解・合意 
②「検証」：JEAC4111 への適合，JEAG4121shall 事項の適切な取込みおよび明確化した課題の改善，・一次文書,二次文書のインターフェース・整
合 

③「妥当性確認（シミュレーション）」：現場の運営が本文書とおりに廻ること，現場にとって分かりやすく使い易いこと 
（検証結果） 
①要則策定の方向性について理解が得られた。  
②JEAC4111 への適合，JEAG4121shall 事項の適切な取込みおよび明確化した課題の改善が図られていることの検証が出来た。 
③「設計・開発管理要則」,「調達管理要則」および「外部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ要則」の新規策定により，各組織の横串を取ることが出来，円滑な業務へ
の利用が期待できる。 

  

 

 

変更手続 

本格運用・改正 

文書変更案作成 

 －凡 例－
▽□：計画，▼■：実績 

   ■■■ 信頼回復・企業再生に向けた具体的施策のスケジュール表 ■■■ 
【方針】 「あらゆる業務運営において，コンプライアンスを最優先に進める」ことを経営の基本とし，以下の対策に取り組む。
      ○ 社長が先頭に立ち，当社再生に向けた全社的な改革を強力かつ着実に推進する。 
      ○ 再発防止対策の実施にあたっては，実施状況の評価結果を計画にフィードバックし，改善する。 

▼5/21 
▼5/25 

▼7/24,25 

▽ ▽ 

▼7/11 
▼7/10 

8/29,30 
▼ 

  試行・検証 
▼~▼ 
9/21~10/9 

9/18 

▼ 
▼報告 

修正 

10/12 
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実施箇所： 電源事業本部（原子力） 
アクションプラン進捗管理表 （AP１（２）（３） 8 章ＱＭＳ文書の変更，文書，活動のスリム化）リーダ：角田   平成 19 年 10 月末 現在 

 

目 的 

 

ＪＥＡＣ４１１１への適合性を確実にするとともに有効性を高めるため，ＪＥＡＣ４１１１の 8章ＱＭＳ文書を再構築する。 

 

要求事項 

 

・ＱＭＳ再レビュー（ＪＥＡＧ４１２１）の改善策の反映 

・保安検査での違反事項判定表，監視事項処理表など指摘事項への対応 

①各組織が横断的・連携して取り組む事項，各組織の活動状況を組織全体の視点から分析すべき事項に係る仕組み，手順がない。 

②改善の機会（内部監査，マネジメントレビュー，JEAG4121-2005 の発行等）が効果的に活用されていないため，QMS 全体の仕組み，プロセスに関する本質

的な改善が進んでいない。 

③組織の階層毎に不適合管理の判断基準を定めることを許容する仕組みのため，組織が一体となって取り組むべき継続的改善に結びつく重要な活動の一つ

である是正処置が適切に実施される状況になっていない。 

④不適合管理を実施すべき事象の管理が行なわれていない。等 

 

 

 

実施内容 

8 章関係の以下の文書を再構築する。 

１．規程・細則（保安規定の検討含む）

２．不適合管理 

３．予防処置 

４．評価・改善 

５．試験・検査 

６．内部監査 

７．原子炉施設の定期的な評価 

 
具体的な行動計画 

 

平成 19 年度 平成 20 年度 実施項目 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 上期 下期 

8 章関係の文書再構築 

１．規程・細則（保安規定の検討含む） 

２．不適合管理 

３．予防処置 

４．評価・改善 

５．試験・検査 

６．内部監査 

７．原子炉施設の定期的な評価 

              

 

 

 

以下の時期にＱＭＳチーム等へ報告 

 

H19.5.18：プロセスと課題整理表 

H19.8.17：ＱＭＳ文書案の取りまとめ状況経営層レビュー 

H19.8.23：ＱＭＳ文書案をＱＭＳ検討チームへ報告 

H19.8.27：ＱＭＳ文書案をＱＭＳ検討委員会へ報告 

H19.9.4,5,6：ＱＭＳ文書案の発電所・建設所レビュー 

H19.9.18：ＱＭＳ文書案の本社レビュー 

H19.9.19：試行・検証計画の発電所・建設所説明 

H19.9.26：試行・検証計画の本社説明 

H19.10.12：ＱＭＳ文書案をＱＭＳ検討チームへ報告 

H19.10.15：ＱＭＳ文書案をＱＭＳ検討委員会へ報告 

 

 

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価 備考（懸案事項他） 

・8 章関係の文書案については，試行・検証

を終了。 

・社内レビュー，検証結果，シミュレーショ

ン結果の修正を終了。 

・今後社内教育を行う予定。 

（検証方法） 

（検証方法）文書が，当初の目的とおり有効に策定されており，かつその文書によって業務がスムーズに実施で

きることをレビュー，検証，妥当性確認の 3段階に分けて確認する。 

①「レビュー」：方向性の関係者間における理解・合意 

②「検証」：JEAC4111 への適合，JEAG4121shall 事項の適切な取込みおよび明確化した課題の改善，・一次文書,

二次文書のインターフェース・整合 

③「妥当性確認（シミュレーション）」：・現場の運営が本文書とおりに廻ること，現場にとって分かりやすく使

い易いこと 

（検証結果） 

①ルールの変更を伴わない表現の修正により，円滑な業務への利用が期待できる。 
②手順書がないため，所々プロセスの流れが詰まったことから，手順書の整備により円滑な業務への利用が期待

できる。 

  

 

 

 

 

 －凡 例－
▽□：計画，▼■：実績 

   ■■■ 信頼回復・企業再生に向けた具体的施策のスケジュール表 ■■■ 
【方針】 「あらゆる業務運営において，コンプライアンスを最優先に進める」ことを経営の基本とし，以下の対策に取り組む。
      ○ 社長が先頭に立ち，当社再生に向けた全社的な改革を強力かつ着実に推進する。 
      ○ 再発防止対策の実施にあたっては，実施状況の評価結果を計画にフィードバックし，改善する。 

文書変更案作成 

試行・検証 

修正

教育 

変更手続 

本格運用・改正 

▽ 

▽ 

▽ 

▽ ▽ 

▼5/18 

▼8/17 
▼8/23 ▼10/15 

▼10/12 
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実施箇所： 島根原子力発電所 
アクションプラン進捗管理表  （保安管理業務 AP 1(2)QMS 文書の変更、AP 1(3)文書､活動のスリム化）                                      

リーダ：須澤（運転），岩崎（燃料），岩永（放射線，廃棄物），山本（保守），奈良井（緊急時）                  Ｈ１９年１０月末 現在 
 

目  的 
 

JEAC4111 の要求事項に適合させるとともに 

現場が使いやすいシンプルで有効なQMS とする. 

 
 

要求事項 
 

（１） JEAＧ４１２１の記載事項と整合させる。（保安検査） 

（２） ２,３次文書と品質マニュアルの整合を取る。（現場の意見） 

（３） ＱＭＳスリム化の実施（現場の意見他） 

 
 
 

実施内容 

（１） -① 現行の保安管理業務要領と JEAＣ４１１１の要求事項との整合をレビューした結果を反映し、保安管理業務要領書を 

改正する。 

（１）-② 業務の要求事項を明確化する。（要求事項の細部は３次文書で明確化する。） 

（２） 管理活動の見直しを通じた保安管理活動全体の改善 

（３） 図・表、業務フロー図等を用いたわかり易い文書を作成（スリム化） 

 

 
    

具体的な行動計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・4/2 第７回ＱＭＳ検討チームにて審議 

（保安管理業務関係要領６文書化の方針（案）決定） 

・4/5 文書作成作業会キックオフ会議開催 

・4/9 第６回ＱＭＳ検討委員会にて審議 

 （保安管理業務関係要領６文書化の方針決定） 

・4/9 「保安管理業務関係要領」作成計画書決定 

・4/10 文書作成作業開始 

   6 文書作成合同作業会開催： １８回 

・6/21 リーダー会議開催（文書作成作業方法の変更） 

・8/20 ６文書（試行・検証用）完成 

・8/21 リーダー会議開催（検証方法打合せ） 

・8/21～ 試行・検証中 

・10/15 第１１回ＱＭＳ検討委員会（ＱＭＳ高度化活動に

係る保安規定変更認可申請の時期変更審議）を受

け，スケジュールの見直しを実施 

 

 

    

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価（終了時に記載） 備考（懸案事項他） 

・保安管理業務関係要領 ６文書作成中。 

・8/20 ６文書（試行・検証用）完成 

  ・試行・検証中 

 

 

 

（検証方法） 

・今までに抽出された課題への対応確認（チェックリスト） 

・具体的な保安業務事例シミュレーションによる妥当性確認 

（検証結果） 

 

  

 

   ■■■ 信頼回復・企業再生に向けた具体的施策のスケジュール表 ■■■ 
【方針】 「あらゆる業務運営において，コンプライアンスを最優先に進める」ことを経営の基本とし，以下の対策に取り組む。
      ○ 社長が先頭に立ち，当社再生に向けた全社的な改革を強力かつ着実に推進する。 
      ○ 再発防止対策の実施にあたっては，実施状況の評価結果を計画にフィードバックし，改善する。 

スケジュール（平成１９年度） 平成２０年度 
実施項目 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 上期 下期 
１．JEAG４１１１との整合をレビュー 
２．ベンチマーキング調査 
３．文書体系の検討 
 

４．「保安管理業務関係要領」 

作成計画書策定 

 

５．保安管理業務関係要領 ６文書作成 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
  

             

 

 －凡 例－
▽□：計画，  ：実績 

4/9 ６保安管理業務関係要領に決定  

H18/12～H19/2  JEAG４１２１発行に伴うレビュー実施 
3/13 他電力調査 

4/9 決定 

文書作成 

要領間チェック修正 
上位文書とのチェック修正 

▼仮承認（試行・検証用）

試行・検証 
修正・教育

保安規定変更 

4/10～ 

・ 運転管理 
・ 燃料管理 
・ 放射線管理 
・ 放射性廃棄物管理 
・ 保守管理 
・ 異常発生時の対応＊ 
 
＊「緊急時の措置」から
名称変更 

 

2/1施行 
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実施箇所：島根原子力発電所 
アクションプラン進捗管理表 （ＡＰ２（１） 保全プログラムのレビュー）  リーダ：山本           Ｈ１９年 10 月末 現在 

 

目 的 

 

平成 18 年度に発生したＣＳＴの腐食事象等の保守に関するトラブル，および平成 20年度か

ら導入される新検査制度を踏まえ，適切な保全計画に見直す。 

 

要求事項 

 

（１）JEAC4209-200X 

（２）JEAC4111 

 

 

 

実施内容 

１．従来保全計画策定プロセスの問題点分析，改善案策定 

２．保全の対象範囲の策定 

３．点検計画（要求事項の明確化，点検内容のチェック） 

４．特別な保全計画（要求事項，点検方法のチェック） 

 

具体的な行動計画 

 

スケジュール（平成１9年度） 平成 20 年度 実施項目 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 上期 下期 

１． 従来保全計画策定プロセスの問題

点分析，改善案策定 

 

 

 

 

 

 

             

２． 保全の対象範囲の策定 

 

 

 

 

 

 

 

             

３．点検計画（要求事項の明確化，点検

内容のチェック） 

 

 

 

 

 

 

             

４．特別な保全計画 

   （要求事項，点検方法のチェック） 

 

 

              

 

１．第２ＷＧ（保守管理要領の見直し）の中で活動（２回

／週）。問題点の抽出を終了し，改善策を策定中。 

２．新検査制度対応業務の中で，保全対象範囲(SHEET1)作成，

保全対象範囲について系統毎の範囲と機能を明確にし、

重要な系統を選定する。（SHEET2） 

３．2 号機第 14 回定検で点検計画・計画表のチェックを終

了。新検査制度の保全の検討の中で必要な資料整備実施 

４．新検査制度対応業務の中で手順書（案）を策定中 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価（終了時に記載） 備考（懸案事項他） 

１．問題点の抽出を完了（６月末：計画どおり） 

改善策を策定中（８０％終了） 

２．SHEET１作成完了（４月末：計画どおり） 

（保全対象範囲の策定作業は終了） 

SHEET２作成中（進捗率：３０％） 

３．点検計画･計画表のチェック終了 
（ライン管理の中で実施） 

４．長期保管実績の収集作業終了 

手順書（案）を策定中（進捗率：４０％） 

（検証方法） 

１．保修部門内における確認 

２．新検査制度対応の中で検証（国による審査等） 

３．なし（チェック作業終了） 

４．保修部門内における妥当性確認 

（検証結果） 

 

 

  

 

保守管理要領見直し作業の中で問題点分析を実施 

改善案策定 
保守管理要領等への反映 

保全対象範囲(SHEET1)で保全対象範囲検討終了，系統機能整理表(SHEET2)作成中 

ライン業務の中で新検査対応に必要な資料を整備 

点検計画の内容を見直し 

ライン業務の中で新検査対応に必要な資料を整備 

長期保管実績を元に内容を検討 保守管理要領等に反映 

   ■■■ 信頼回復・企業再生に向けた具体的施策のスケジュール表 ■■■ 
【方針】 「あらゆる業務運営において，コンプライアンスを最優先に進める」ことを経営の基本とし，以下の対策に取り組む。
      ○ 社長が先頭に立ち，当社再生に向けた全社的な改革を強力かつ着実に推進する。 
      ○ 再発防止対策の実施にあたっては，実施状況の評価結果を計画にフィードバックし，改善する。 

 －凡 例－
▽□：計画，  ：実績 
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実施箇所：島根原子力発電所 
     アクションプラン進捗管理表 （ＡＰ２（２） 設計・開発の改善）  リーダ：山本              Ｈ１９年 10 月末 現在 

 

目 的 

 

ＥＣＣＳストレーナに関する保安検査指摘事項を踏まえ，設計・開発が適切に実施できるよ

うにする。 

 

要求事項 

 

（１）設計・開発についての責任分担を明確化する。 

 

 

 

 

実施内容 

１．現状の設計・開発の問題点抽出 

２．改善策の策定 

３．ＱＭＳ文書への反映 

 

 

具体的な行動計画 

 

スケジュール（平成１9年度） 平成 20 年度 実施項目 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 上期 下期 

１．現状の設計・開発の問題点抽出 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

２．改善策の策定 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

３．ＱＭＳ文書への反映 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

・第２ＷＧ（保守管理要領の見直し）の中で活動（２回／

週） 

 

・改善策を策定中 

 

 

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価（終了時に記載） 備考（懸案事項他） 

１．問題点の抽出を完了（７月末：目標どおり） 

２．設計･開発要則の検証作業実施済み 

３次文書の策を策定中（進捗率：９０％） 

 

 

（検証方法） 

ＱＭＳ高度化の検証または保安運営委員会等で妥当

性確認 

 

 

（検証結果） 

 

 

  

 

保守管理要領見直し作業の中で問題点分析を実施 

   ■■■ 信頼回復・企業再生に向けた具体的施策のスケジュール表 ■■■ 
【方針】 「あらゆる業務運営において，コンプライアンスを最優先に進める」ことを経営の基本とし，以下の対策に取り組む。
      ○ 社長が先頭に立ち，当社再生に向けた全社的な改革を強力かつ着実に推進する。 
      ○ 再発防止対策の実施にあたっては，実施状況の評価結果を計画にフィードバックし，改善する。 

 －凡 例－
▽□：計画，  ：実績 
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実施箇所：島根原子力発電所 

アクションプラン進捗管理表 （ＡＰ２（３） 保守管理要員の教育訓練）  リーダ：山本            Ｈ１９年 10 月末 現在 
 

目 的 

 

保守管理に求められる教育訓練項目についての問題点・要望事項の抽出し，教育訓練の改善

に寄与する。 

 

要求事項 

 

（１）保守管理に必要な教育・力量の明確化 

 

 

 

 

実施内容 

１．保守管理に関連する教育訓練の問題点・要望事項の抽出 

 

 

 

具体的な行動計画 

 

スケジュール（平成１9年度） 平成 20 年度 実施項目 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 上期 下期 

１．保守管理に関連する教育訓練の問題

点・要望事項の抽出 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

・第２ＷＧ（保守管理要領の見直し）の中で活動（２回／

週） 

・教育・訓練内容の分析結果確認中 

・８月に保修員に教育・訓練についての意見募集 

 

 

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価（終了時に記載） 備考（懸案事項他） 

・現状の教育・訓練の分析中（進捗率：９０％） 

・教育・訓練について保修員に意見募集 

・全体集約中（ピアレビュー結果を受けて集約結果見直

し中） 

 

（検証方法） 

なし 

 

 

 

（検証結果） 

  

 

保守管理要領見直し作業の中で問題点分析を実施 

▽ＡＰ６へアウトプット 

   ■■■ 信頼回復・企業再生に向けた具体的施策のスケジュール表 ■■■ 
【方針】 「あらゆる業務運営において，コンプライアンスを最優先に進める」ことを経営の基本とし，以下の対策に取り組む。
      ○ 社長が先頭に立ち，当社再生に向けた全社的な改革を強力かつ着実に推進する。 
      ○ 再発防止対策の実施にあたっては，実施状況の評価結果を計画にフィードバックし，改善する。 

 －凡 例－
▽□：計画，  ：実績 

保修員へ教育・訓練についての意見募集 

集約 
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実施箇所： 電源事業本部（原子力） 

アクションプラン進捗管理表 （AP２（４）確実な予防保全の実施）リーダ：溝部， サブリーダ：山本，小川  Ｈ１９年１０月末 現在   

 

目 的 

 

島根１，２号機に必要な予防保全計画を抽出して，向こう５年以内に対策が完了できるような

予防保全計画を策定した上で長計へ反映し，確実な予防保全を実施する。 

 

 

 

要求事項 

 

１．運転開始後 30 年を超えたプラントであることを意識し，自社データを踏まえた新しい

ルール作りに取り組んでいく必要がある。（高経年化を念頭に置いた保全プログラムを構築

していく必要がある）（根本原因分析） 

２．以下のような予防保全が不十分との声が挙がっている。（現場の声） 

・定事検の実施が最優先で，不適合（是正）処置や予防処置が実施されといない。 

・「壊れたら直す」というやり方でいいのかと疑問に思う。 

 

 

 

実施内容 

〇予防保全５ヵ年計画を策定する。 

 

１． 未点検機器等の洗い出し 

 

２． 予防保全対策内容の検討 

 

３． 予防保全５ヵ年計画の策定 

 

４． 予算措置の実施 

 

 
具体的な行動計画                                                         ー凡 例－ 

▽□：計画，▼■：実績    

スケジュール（平成１9年度） 平成 20 年度 実施項目 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 上期 下期 

１．未点検機器等の洗い出し 

 

 

 

 

 

 

 

             

２．予防保全対策内容の検討 

 

 

 

 

 

 

             

３．予防保全５ヵ年計画の策定 

 

 

 

 

 

 

             

４．予算措置の実施 

 

 

 

 

              

 

 

 

・７月末，メーカから，予防保全対象機器の抽出および予

防保全計画を取り纏め，提出。 

・当社で点検実績および他プラント不具合事例を踏まえ，

予防保全対策内容検討中。 

・修繕費等の予算確保のための検討を実施中。 

 

 

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価（終了時に記載） 備考（懸案事項他） 

・７月末，メーカから，予防保全対象機器の抽出および

予防保全計画を取り纏め，提出。 

・当社で点検実績および他プラント不具合事例を踏まえ，

予防保全対策内容を検討中。 

・修繕費等の予算確保のために，必要性,規模等について

検討中。 

・修繕費に特殊分を設定し，ベース分と分離して確実に

確保できるよう，関係部門との調整を完了（１０月）。 

 

 

（検証方法） 

・確実な予防保全計画を作成して評価を行なうととも

に保安委員会，ＱＭＳ検討委員会に報告する。 

 

 

（検証結果） 

  

 

予防保全対策内容の検討 

修繕費等の必要性，規模等検討 

未点検機器等の洗い出し 

予防保全５ヵ年計画の策定 

 
一部 20年中計反映 21年長計反映 

   ■■■ 信頼回復・企業再生に向けた具体的施策のスケジュール表 ■■■ 
【方針】 「あらゆる業務運営において，コンプライアンスを最優先に進める」ことを経営の基本とし，以下の対策に取り組む。
      ○ 社長が先頭に立ち，当社再生に向けた全社的な改革を強力かつ着実に推進する。 
      ○ 再発防止対策の実施にあたっては，実施状況の評価結果を計画にフィードバックし，改善する。 
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実施箇所： 電源事業本部（原子力） 
アクションプラン進捗管理表（AP３（１） 不適合管理，是正処置，予防処置のシステム検討）リーダ：角田，サブリーダ：富田 平成 19 年 10 月末現在 

 

目 的 

 

不適合の是正処置，予防処置を機能的かつ有効に実施するためのシステムを構築する。 

 

要求事項 

 

・ＱＭＳ関係者意見への対応 

不適合に関する管理の程度（識別の方法の程度，不適合処置方法の程度，不適合記録の程度等）が明確で

ない。不適合に重要度がなく，全て発電所長の承認となり負担である。 

・保安検査での指摘事項への対応 

①組織の階層毎に不適合管理の判断基準を定めることを許容する仕組みのため，組織が一体となって取り

組むべき継続的改善に結びつく重要な活動の一つである是正処置が適切に実施される状況になってい

ない。 

②マネジメントレビューへのインプット情報がＱＭＳ全体の改善に寄与する運営となるよう「データ分

析」プロセスを構築する必要がある。 

・設備点検 29事案の要因分析結果（不適合管理ルールが明確でない等「不適切管理の不備」）への対応 

 

 

 

実施内容 

１． 効果的なシステム検討 

不適合管理に係る効果的なシステム（グレード別の管理方法，検討会議のあり

方等）の検討，構築を行う。 

２． グレード分けの検討 

機器の重要度に応じたグレード分けの見直し，改善を行う。 

３． データ分析活用方法の検討 

不具合等に係るデータ分析，活用方法の仕組み,ルールを検討し，要則を整備

する。 

４． 要領書改正 

構築したシステムを試行・検証し，要領書を改正する。 

 
具体的な行動計画 

 

スケジュール（平成１9年度） 平成 20 年度 実施項目 

4 月 ５月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 上期 下期 

１． 効果的なシステム検討 

（暫定運用の評価を含む） 

              

２．グレード分けの検討               

３．データ分析活用方法の検討               

４．要領書改正 

 

 

 

              

 

 

 

以下の時期にＱＭＳチーム等へ報告 

 

 

 

H19.8.23：細則，二次要則をＱＭＳ検討チームへ報告 

H19.8.27：細則，二次要則をＱＭＳ検討委員会へ報告 
H19.10.15：グレード分けの検討結果をＱＭＳ検討委員会へ

報告 
 
H19.12：２次文書，３次文書の改正状況 

 

現在の状況 対策の検証方法と検討結果 自己評価 備考（懸案事項他） 

・ 不適合管理検討会及び是正処置ＷＧを暫定運用中 
・ 不適合管理・予防処置 

試行・検証・修正を終了。 
 

（検証方法） 

AP1(2),(3)と同じ 
 

（検証結果） 

AP1(2),(3)と同じ 

  

 

 

 

 

 

 －凡 例－
▽□：計画，▼■：実績 

   ■■■ 信頼回復・企業再生に向けた具体的施策のスケジュール表 ■■■ 
【方針】 「あらゆる業務運営において，コンプライアンスを最優先に進める」ことを経営の基本とし，以下の対策に取り組む。
      ○ 社長が先頭に立ち，当社再生に向けた全社的な改革を強力かつ着実に推進する。 
      ○ 再発防止対策の実施にあたっては，実施状況の評価結果を計画にフィードバックし，改善する。 

検討
 

試行・検証・変更 

本格運用 

検討
 

検討
 

▽ 

▽ 

▽ ▽ 

▽ 
▽ 

▼8/23

▼8/27

▼8/23

▼8/27

▼10/15 
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実施箇所： 電源事業本部（原子力） 
アクションプラン進捗管理表  （AP３（２） 根本原因分析の的確な実施）リーダ：角田，サブリーダ：松尾，河中   平成 19 年１0月末 現在 

 

目 的 

 

分析手法を習熟するとともに，確実な是正処置，予防処置に資するため根本原因分析

活動を行う。 

 

要求事項 

 

・実用炉規則が改正（8／9 告示）されたことに伴い，平成 19 年 11 月末（保安規定変

更申請）までに根本原因分析の方法及び実施体制を明確にする必要がある。 

・安全管理技術評価ＷＧ意見への対応として，分析をより有効とするため新たな手法

に取り組む必要がある。 

・設備点検 29 事案の要因分析結果（不適合管理ルールが明確でない等「不適切管理の

不備」）への対応 

 

 

 

実施内容 

１． 新たな分析手法の調査 

現在，採用している手法以外のＲＣＡ手法について，他社その他異業種の調査を実施する。 

２． 根本原因分析要領書の整備 

分析手法，対象事象スクリーニング基準等のＲＣＡ運用に係る要領書整備を行う。 

３． 根本原因分析活動 

年間 2件以上の分析活動を行い，その分析結果をもとに，必要に応じてＱＭＳの見直しを行う。 

４． 情報収集 

中央大会議，ＲＣＡ研修会へ参加し，ＲＣＡ手法や国の要求事項の情報を収集する。 

 
具体的な行動計画 

 

スケジュール（平成１9年度） 平成 20 年度 実施項目 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 上期 下期 

１． 新たな分析手法の調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

２． 根本原因分析要領書の整備 

 

 

 

 

 

 

 

             

３．根本原因分析活動 

 

 

 

 

 

             

４．情報収集 

 

 

 

 

              

 

 

 

以下の時期にＱＭＳチーム等へ報告 

 

H19.4.2：ＲＣＡ年間活動計画 

H19.5.18：2件（島根１号機高圧注水ポンプ駆動用タービン

からの漏洩，島根１号機給水加熱器使用前検査不

適合）のＲＣＡ活動計画 

H19.6.14：調査・試行結果 

H19.8.23：分析手法，手順を QMS 検討チームへ報告 

H19.8.27：分析手法，手順を QMS 検討委員会へ報告 

H19.9.19：2 件の分析結果を発電所へ説明 

H19.10.12：2件の分析結果を QMS 検討チームへ報告 

H19.10.15：2件の分析結果を QMS 検討委員会へ報告 

 

 

 

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価 備考（懸案事項他） 

・ 調査及び情報収集を継続実施中 

Ｈ19.3.15～16 ：ＲＣＡ研修会に 4名派遣し，各種手法を調査 

Ｈ19.5.22～23 ：ＲＣＡ研修会に 4名派遣し，上記手法の事例研修に参加 

Ｈ19.5.31：電中研主催の情報交換会に 3名派遣 

Ｈ19.7.11 ：ＲＣＡ研修会に 5名派遣し，デービスベッセ事例の分析研修に参加 

Ｈ19.10.15～16 ：ＲＣＡ研修会に 5名派遣し，各種手法を調査 

10 月末のＲＣＡ研修会修了者：4名 

・これまでの調査結果及び中央大会議の情報を踏まえ，根本原因分析手順書を検討中 

（検証方法） 

AP1(2),(3)と同じ。 

 

（検証結果） 

 

  

 

 

 

 

 

 －凡 例－
▽□：計画，▼■：実績 

   ■■■ 信頼回復・企業再生に向けた具体的施策のスケジュール表 ■■■ 
【方針】 「あらゆる業務運営において，コンプライアンスを最優先に進める」ことを経営の基本とし，以下の対策に取り組む。
      ○ 社長が先頭に立ち，当社再生に向けた全社的な改革を強力かつ着実に推進する。 
      ○ 再発防止対策の実施にあたっては，実施状況の評価結果を計画にフィードバックし，改善する。 

事例分析（２事例／年程度） 

手法調査試行 

根本原因分析要領書の整備 
▽ 

▼6／14ＱＭＳ検討チーム 

ＪＮＥＳ原子力安全文化検討会，電気協会根本原因分析ＷＧ，ＲＣＡ講習会などに参加 

▼5／22，23 講習会 

試行・検証 

▼5／31 電中研意見交換会

▽  ▽   ▽ 

▼5／18 電中研レビュー 

▼7／11 講習会 

▼5/18ＱＭＳチーム 

▽ 

▽保安規定申請 

 根本原因分析手法・手順の確立 

▼8/23 

▼8/27 

▼9/19 ▼10/15 

▼10/15,16 講習会 
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実施箇所： 電源事業本部（原子力） 
アクションプラン進捗管理表 （AP４（１）マネジメントレビューのシステム構築（２）効果的なマネジメントレビューの実施，（３）品質方針の改正） 

リーダ：福島 サブリーダ：富田                       Ｈ１９年１０月末現在 
目 的 

 

トップマネジメントがその役割と権限を十分に発揮できる，マネジメントレビューのシステム
を構築する。 

 

要求事項 

 

・ＱＭＳ再レビュー（JEAC4121 の改善策の反映 
・保安検査での指摘事項への対応  
 ①インプット情報の整理 
 ②アウトプットが業務に業務に反映できる仕組みが十分でない。 
 ③資源の必要性を明らかにして提供する仕組みがない。 
 ④開催時期が実施部門と監査部門とでずれが生じている。 等 
・設備点検 29 事案の要因分析から｢工程優先等経済性重視の考え方｣｢コンプライアンス意識｣
｢法令・保安規定等に対する判断・遵守の考え方｣等に問題がことの対応。 

 

 

 

 

 

実施内容 

（１）マネジメントレビューのシステムの構築 
   ①システムの構想整理 
    現行システムの調査，問題点の整理を実施し，他社のシステムを調査する。 

②マネジメントレビュー要則（共通文書）を策定する。 
効果性を高める活動ができるよう要則の整備を行う。 

 ・インプット項目の整理，アウトプットのフォローの仕組み，適切な開催時期設定 等 
③関係箇所との調整 
適宜関係箇所と調整を行う。 

④評価 
秋以降に実施予定のマネジメントレビューに今回，作成の要領を仮適用し，関係箇所からの意見
を聴取し検証を行う。 

（２）効果的なマネジメントレビューの実施 
（３）品質方針の改正，品質目標の設定 

 

具体的な行動計画 

 

スケジュール（平成１9年度） 平成 20 年度 実施項目 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 上期 下期 

（１）マネジメントレビューのシステム

の構築 

①システムの構想整理 

 

 

 

 

 

             

②要則の整備 

 

 

 

 

 

             

③関係箇所との調整  

 

             

④検証 

 

              

（２）効果的なマネジメントレビューの

実施 

（３）品質方針の改正 

   品質目標の設定 

              

 

（１）マネジメントレビューのシステムの構築 

・Ｈ18 年度 四国（11/26），九州（11/24）調査 

・Ｈ19.5.22 方向性についてＧｒ会議 

・Ｈ19.5.29 東北電力の仕組み聞き取り 

・Ｈ19.6. 4  要則０次案提示 

・Ｈ19.6. 9  発電所，考査，本部でコア部分検討 

・Ｈ19.6.13  要則 1次案提示   

・Ｈ19.6.28  要則 2次案提示   

・Ｈ19.7.12  要則 3次案提示  

・Ｈ19.8. 7  発電所と打合せ 

・Ｈ19.8. 9  要則 4次案提示 

・Ｈ19.8.27  要則 5次案提示 

・Ｈ19.9. 7  要則 6次案提示（レビュー） 

・Ｈ19.9.20～10.5 要則 7次案提示（妥当性確認） 

・Ｈ19.10.12 QMS チーム会議に試行・検証結果概要を報告

・Ｈ19.10.19 発電所と修正の方向性打合せ 

（２）効果的なマネジメントレビューの実施 

・Ｈ19.4. 1 マネジメントレビューの変更 

        経営会議⇒社長報告へ変更 

・Ｈ19.6. 8 マネジメントレビュー実施 

（３）品質方針の改正 

・Ｈ19.4. 2 品質方針の改正，品質目標の設定 

 

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価（終了時に記載） 備考（懸案事項他） 

・決定した文書体系および作成した文書作成ガイドラ

インに基づき，各文書の作成作業を実施。 

・細則案，マネジメントレビュー要則概要を策定（8月

23 日チーム提出，8月 27日検討会了承） 

・試行・検証案計画を策定（8 月 23 日チーム提出，8

月 27日検討会了承） 

・試行・検証（8月 28日～10月 5日） 

・試行・検証結果に基づき要則の修正完了。 

文書が，当初の目的とおり有効に策定されており，かつその文書によって業務がスムーズ実施できる

ことをレビュー，検証，妥当性確認の 3段階に分けて確認する。 

「レビュー」 

・方向性の関係者間における理解・合意 

「検証」 

・ JEAC4111 への適合，JEAG4121shall 事項の適切な取込みおよび明確化した課題の改善 

・一次文書,二次文書のインターフェース・整合 

「妥当性確認（シミュレーション）」  

  

▼5/29 

▼5/22 

▼6/4▼6/13 ▼7/12 
▼6/9▼6/28 

▼4/1 

▼4/2 
▼6/8実施 

 －凡 例－
▽□：計画，▼■：実績 

   ■■■ 信頼回復・企業再生に向けた具体的施策のスケジュール表 ■■■ 
【方針】 「あらゆる業務運営において，コンプライアンスを最優先に進める」ことを経営の基本とし，以下の対策に取り組む。
      ○ 社長が先頭に立ち，当社再生に向けた全社的な改革を強力かつ着実に推進する。 
      ○ 再発防止対策の実施にあたっては，実施状況の評価結果を計画にフィードバックし，改善する。 

 

他社調査 

構想の整理 

 要則の整備 

 電話・メールで随時調整 

▼8/7 
▼8/9 

▼4/2 

▼8/27 

 試行・検証・修正 

▼9/7 

▼9/7 

▼9/20 

▼9/20 
▼10/19 
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・現場の運営が本文書とおりに廻ること 

・現場にとって分かりやすく使い易いこと 

 

（検証結果） 

①ルールの変更を伴わない表現の修正により，円滑な業務への利用が期待できる。 
②手順書がないため，所々プロセスの流れが詰まったことから，手順書の整備により円滑な業務への

利用が期待できる。 
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実施箇所： 電源事業本部（原子力） 
アクションプラン進捗管理表（AP４（４） 内部監査のあり方）   リーダ：角田， サブリーダ：田中        平成 19 年 10 月末現在 

目 的 保安検査での指摘事項を踏まえ，ＱＭＳの改善に資するため，内部監査体制の充実，自己評価を導入する。 

 

要求事項 

 

①保安検査における指摘事項への対応 

・ 評価できる取り組みが実施されてきたにも係わらず，ＱＭＳ全体の仕組みとプロセスに関する本質的な改善に結びついていない。 

・ 独立監査部門の内部監査については，実施部門から独立した監査部門として，実施部門では果たせない視点での監査の取り組みを行う必要があ

る。 

・ 実施部門における内部監査は「プロセスの監視」と位置付けられているが，現実は，改善に結びつくような指摘事項がない。 

②考査部門からの提言 

・ 適合性確認だけでなく有効性・効率の改善につながる内部監査とする必要がある。 

・ ＱＭＳ活動を推進できる人材を育成する必要がある。 

 

 

 

実施内容 

１． 内部監査体制の充実 

実施部門と監査部門が双方に分担して

監査を行う仕組みを構築する。 

２． 自己評価の導入 

米国原子力発電所における自己評価活

動を調査する。 

JIS9006 を参照し，目的，しくみ，手順

等を新たに構築する。 

３． 要領の整備 

1．２．の仕組み・手順を要領類に反映

する。 

 

 

具体的な行動計画 

 

スケジュール（平成１9年度） 平成 20 年度 実施項目 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 上期 下期 

内部監査体制の充実 

 

              

 

自己評価制度の導入 

              

 

 

以下の時期にＱＭＳチーム等へ報告 

 

１．内部監査体制の充実 

H19.7.18：方針，監査員養成計画 

H19.8.23：内部監査要則のＱＭＳチーム報告 

H19.8.27：内部監査要則のＱＭＳ検討委員会報告 

H19.8.27～31：ISO9001 審査員研修コース（5日コース）

へ 2名派遣 

H20.1：要領修正内容 

H20.2：基本計画 

H20.3：年度計画 

 

２．原子力部門が自己評価を行う制度の導入 

H20.1：修正内容の確認，米国における自己評価活動 

基本計画の確認 

H20.3：手順書 

 

 

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価 備考（懸案事項他） 

・5/21：ベンチマーキングとして沖電気の内部監査実施状況を調査 

・6/15：ベンチマーキングとして関西電力の内部監査実施状況を調査 

・米国原子力発電所における自己評価活動を調査中 

・内部監査要則について，検証・修正を終了。 

 

（検証方法） 

AP1(2),(3)と同じ 

（検証結果） 

AP1(2),(3)と同じ 

  

 

 

 

   ■■■ 信頼回復・企業再生に向けた具体的施策のスケジュール表 ■■■ 
【方針】 「あらゆる業務運営において，コンプライアンスを最優先に進める」ことを経営の基本とし，以下の対策に取り組む。
      ○ 社長が先頭に立ち，当社再生に向けた全社的な改革を強力かつ着実に推進する。 
      ○ 再発防止対策の実施にあたっては，実施状況の評価結果を計画にフィードバックし，改善する。 

 －凡 例－
▽□：計画，▼■：実績 

内部監査員養成（実施部門） 

監査ノウハウの提供（監査部門） 

試運用 

基本計画 

本格運用・改正

年度計画 

本格運用・改正

計画書の整備 

試運用・変更 

▽ 

▽ ▽ 

▼8/23 ▽ 

▽ 

▽ 

▽ 

▽ 

手順書整備 
▽ 

年度計画
▽ 

 

 

内部監査要則の整備 

米国原子力発電所における自己評価活動調査 

▼7/18 

▼8/27 

▼7/10報告会 ▼ 10/18報告会 

▼8/27～31 
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実施箇所： 電源事業本部（原子力） 
            アクションプラン進捗管理表（ＡＰ5（1）（3）内コミ，情報共有化）       リーダ：金岡 サブリーダ：米山      Ｈ１９年１０月末 現在 

 

 

目  的 

 

（１）共有すべき情報については，主管箇所，共有化の窓口，伝達ルールを定め,確実な共有化

を実施する。 

 

 

要求事項 

 

（１）ＱＭＳ高度化の課題：外部文書を本部・発電所で咀嚼して共有できるようにする必要があ

ることへの対応（ＲＣＡ） 

（２）トップマネジメントの意向（コミュニケーション充実，情報共有化）への対応 

（３）発電設備総点検での不適切な事案についての要因分析から，「良好なコミュニケーション

が取れない組織・風土等の問題」等に問題があることの対応。 

 

 

 

 

 

実施内容 

（１） 現在，各組織が入手している情報及び入手する必要があるについて棚卸しを行

い，内部コミュニケーションとして情報共有すべき情報を選択する。 

（２） 選択した情報について情報の主管，共有化の窓口，伝達のルールを定める。 

（３） 定めた手順で，試運用を行い，遺漏なく実施できることを確認し，正式な運用と

する。 

 

 

 

6 月 11 日計画キックオフ 

6 月 14 日チーム会提出 

6 月 20 日保安検査説明 

6 月 29 日棚卸終了 

7 月 24 日共有化ルール案作成 

9 月 28 日試運用開始 

10 月試運用継続実施中 

 

 

 

 

 

 

現在の状況 

 

 

対策の検証方法と検証結果 

 

自己評価（終了時に記載） 

 

備考（懸案事項他） 

 

・ 各担当で入手している情報の棚卸を終了。 

・ 情報の選別，フローのレビューを実施 

・ 情報共有化ルール案の作成 

・ 試運用の開始（9/28） 

・ 試運用継続実施中 

 

（検証方法） 

・作成したルール案について、試運用を実施する。 

・実施結果について，アンケート等で効果を確認する。 

（検証結果） 

 

 

 

 

（１）内部コミュニケーションの改善
　①経営層の現場訪問・意見交換 ・今後も継続して実施。
　　・発電所他 （原則月１回以上）
　　・協力会社 （原則年２回以上）
　　・本部 （原則年２回以上）

　②組織間の連携強化
　　・ＱＭＳ連携組織の設置
　　・ＱＭＳ推進者の設置

（３）情報共有ルールの明確化
　②共有情報整理
　　　　　（内部・外部文書）

進捗状況，今後の予定

下期6 7 8
Ｈ１９年度

10 11
実施事項

1 2

スケジュール

12 1 2 3 上期
Ｈ２０年度Ｈ１８年度

93 4 5

試運用

▽組織の設置

意見交換

検討

検討 本格運用・改正

松井部長(4/2）
▼ ▼末廣本部長(6/6)

▼末廣本部長－協力会社(7/11 ）

▼提案(5/18)  （継続検討中）

▼ルール原案提示(6/8)▼試運用開始（9/28）

▼山下社長(5/23）▼松井常務(8/31)

▼ルール案作成(7/24)

▼末廣本部長(8/1) ）

　　－凡　例－

▽□：計画，▼■：実績

▼末廣本部長(10/18)

   ■■■ 信頼回復・企業再生に向けた具体的施策のスケジュール表 ■■■ 
【方針】 「あらゆる業務運営において，コンプライアンスを最優先に進める」ことを経営の基本とし，以下の対策に取り組む。
      ○ 社長が先頭に立ち，当社再生に向けた全社的な改革を強力かつ着実に推進する。 
      ○ 再発防止対策の実施にあたっては，実施状況の評価結果を計画にフィードバックし，改善する。 
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実施箇所： 島根原子力発電所 

アクションプラン進捗管理表（ＡＰ５（２）外部コミュニケーションの改善） リーダ：三村，板倉             Ｈ１９年１０月末 現在 
 

 

目  的 

 

（１）規制に関する情報の入手・伝達方法や処理・活用方法について，プロセスを明

確にする。 

（２）共有すべき情報については，主管箇所，共有化の窓口，伝達ルールを定め,確

実な共有化を実施する。 

 

 

 

要求事項 

 

（１）H18 年第 2回保安検査（外部の情報についてどこから，どの情報を入手し，そ

れをどのように処理，活用するかというシステムがない）への対応。 

（２）ＱＭＳ高度化の課題：外部文書を本部・発電所で咀嚼して共有できるようにす

る必要があることへの対応（ＲＣＡ）。 

（３）トップマネジメントの意向（コミュニケーション充実，情報共有化）への対応。

 

 

 

 

 

実施内容 

（１） 現在，各組織が入手している情報及び入手する必要がある情報について棚卸しを行い，それらの情報

について，外コミに相当する情報を選択する。 

（２） 選択した情報について現状のプロセスをレビューし，確実に入手し，処理・活用する手順を策定する。

（３） 策定した手順を，ＱＭＳ文書再構築における外部コミュニケーション要則策定作業のインプットとし

て，要則に織り込む。 

 

 

 

 

具体的な行動計画 

スケジュール 
Ｈ１８年度 Ｈ１９年度 Ｈ２０年度 実施事項 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 上 下 
 
（１）外部コミュニケーションの改善実施 
  ①情報の棚卸，選別 
 
  ②現在のプロセスのレビュー， 
   入手・処理・活用する手順策定 
 
  ③策定した手順を織込み，外部 
   コミュニケーション関連手順作成 
 
  ④各種委員会からの情報 

   
 

              

 

○ 経 過 

 

・ 6 月 11 日：計画キックオフ 

・ 6月 14 日：チーム会提出 

・ 6月 20 日：保安検査説明 

・ 6月 29 日：棚卸終了 

・ 7月 24～25 日：要則作成（手順の確認） 

・ 8月：試行・検証開始 
・ 9 月：試行・検証 

 

○ Ｈ１９．９末を持ってＡＰ５（２）の活動は終了， 
  以降，同活動は，ＡＰ１（２）の中で実施する。 

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価（終了時に記載） 備考（懸案事項他） 

・ 各担当で入手している情報の棚卸を終了。 

・ 手順の作成（既存の手順の確認）。 

・ 要則作成。 
・ 試行・検証開始。 

 

（検証方法） 

・ＡＰ1（7章ＱＭＳ文書の変更，文書，活動のスリム化）

  の試行・検証の中で実施。 

 

 

 

 

 

（検証結果） 

・ＡＰ1（7章ＱＭＳ文書の変更，文書，活動のスリム化）

  の試行・検証の中で実施。 

 

 

 

 

 
 

・ＡＰ1（7章ＱＭＳ文書の変更，文書，活動のスリム化） 

  の中で実施。 

 
 
・ な し 

   ■■■ 信頼回復・企業再生に向けた具体的施策のスケジュール表 ■■■ 
【方針】 「あらゆる業務運営において，コンプライアンスを最優先に進める」ことを経営の基本とし，以下の対策に取り組む。
      ○ 社長が先頭に立ち，当社再生に向けた全社的な改革を強力かつ着実に推進する。 
      ○ 再発防止対策の実施にあたっては，実施状況の評価結果を計画にフィードバックし，改善する。 

 

  －凡 例－
▽□：計画， ：実績 

棚卸 選別

検討

作成 

継続実施 

試行・検証 AP1の中で実施 

実務の中で実施 
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